
会  議  録 

会議名 平成 27年度 第２回福生市環境審議会 

日 時 平成 27年 11月４日（水）午後１時～２時 30分 

場 所 福生市役所第２棟４階 議会会議室 

出
席
者 

委員等 
小倉会長、祖父江副会長、杉森委員、横田委員、畠瀬委員、千葉

委員、野村委員 

事務局 
北村生活環境部長、中島環境課長、名取環境係長、菊地主査 

小澤はる奈（環境自治体会議） 

欠席者 田村委員、山下委員 

議 題 
議事 

（１）福生市環境基本計画第２期中期実施計画（素案）について 

公開・非公開の別 公開 

配布資料 ① 福生市環境基本計画第２期中期実施計画（素案） 

会議内容 

１議事 

議案 1 福生市環境基本計画に第２期中期実施計画（素案）につ

いて 

【事務局より説明】 

○ 環境基本計画中期実施計画の位置づけ 

○ 第１期中期実施計画の進捗状況と課題 

○ 第２期中期実施計画のポイント 

・分野ごとの目標（将来像）と施策の関係を明確化 

・進行管理をスリム化 

○ 第２期中期実施計画の内容 

【質疑】 

（委員） 

湧水の保護だが、縞屋の滝周辺の樹木が伐採された。緑の保護

に反するのではないか？検討したほうが良いのではないか？ 

（事務局） 

崩落の危険があったので、細い木を伐採し根元に光が当たるよ

うにすることで下草を生やし、土砂の流出を防ごうとしている。 

（委員） 

通水の場所がごみ捨て場になっているなどの情報があれば、ご

みの撤去、管理者への働きかけなど、具体的な改善を図れない

か？５年間の計画で情報の蓄積だけではもったいない。 



（事務局） 

管理者への働きかけを行う。 

（委員） 

市民一人当たりの温室効果ガス排出量（横田基地分を除く民生

家庭部門)の数値は変更になっているのでは？考え方は変わって

いないのか？また、ごみについてだが、市民一人当たりのごみ排

出量が目標になったほうが明確ではないか？市民がピンとくる

ように。カッコつきでも構わない。 

（事務局） 

数値は計算しなおしている。考え方(2020年までに 25％削減、

2030 年までに 50％削減）は変更していない。また、ごみについ

ては、一人当たりのごみ排出量を追加する。 

（委員） 

 第１期中期実施計画（P３）の「LAS-Eによる環境マネジメン

トシステムの運用」との記載が第２期の計画ではなくなっている

が、第２期ではどのようになるのか？LAS-E から F-e への変更

がわかりにくい。 

（事務局） 

 わかりやすく表現する。 

（委員） 

 都や国の働きかけをしていく施策の結果も進捗管理の中で示

してほしい。 

（事務局） 

 年度の実行計画報告の中で記載するように担当課へ依頼する。 

（委員） 

 河川維持水量の確保だが、４㎥/秒は、なかなか厳しい数値と思

う。多摩川全体で水量が減っている。下流で流量を増やせないか

という意見が多い。継続して関係機関へ働きかけてほしい。下流

からも水量を増やしてほしいという声がある。福生市だけでな

く、流域全体のことであるが。 

（事務局） 

管内自治体で仲間を募る、市長会からあげるなど検討したい。

水道局、環境局の両方が関わっている。 

（委員） 

廃棄物の処理ということで、し尿処理の検討とか、何か具体的

なイメージはあるか？ 

（事務局） 

 現在、し尿は青梅にお願いしている。今後、青梅の施設が建



て替え時期であり、今までの処理方法でなく、新たな処理方法

を検討中である。し尿の堆肥化について進めている。建て替え

の中で検討している。基本的にはし尿の堆肥化の方向性は出て

いる。また、堆肥の受入れについては調整する予定。 

（委員） 

 緑の保全の中で、外来種を使わないなど、道路公園課と連携

できると良い。環境省や東京都のリストを参考にし、危ないも

のを使わないように情報収集してほしい。 

（委員） 

多摩川の公園植栽が川原のほうに行ってしまっている。そうい

うことのないようにしてほしい。 

（事務局） 

 いただいた意見をふまえ、修正する。 

 

今後の予定 

 11月：修正後の案を庁議に付議 

 28年１月：パブリックコメント実施。 

 ２月：環境審議会 

 


